
61 

196 6 年度事業報告

1. 主な会合

(1) 5 月 11 ， 12, 13の 3 日間，鉄道技術研究所に

おいて， 19同年度総会主Tよび第19回研究発表会

を開催した。研究発表は一般が28件，今年度よ

り設けた特別テーマのTORは29件，特別講演

は 3 件で，他にパネルディスカッション(都市

交通の問題点をめぐって〕をbと念った。見学

会は特に日を定めないで研究発表会の聞に鉄道

技術研究所の研究施設を見学した。

(2) 11月 10， 11 日，広島銀行本店で，第20回研究

発表会を開催した。研究発表は一般50件，特別

テーマのスケジューリング17件で，特別講演は

3件 eあった。翌12日は見学会，東洋工業を午

前中見学し，午後は宮島へ行った。

(3) 8 月 1 日虎の門共済会館でアメリカOR学会

会長ウオルシュ博士を迎えて，講演会および夕

食会を開催した。

2. 刊行物

「経営科学」第 9 巻3， 4号，第10巻1， 2 号を発行

した. 曻ORSJJ Vo1. 8 No.3,4 Vol 9 No.1 を発

行した。

3. 国際協力

位) IFORS 

第 4 回 IFORS は 8 月 29日から 9 月 2 日までア

メリカの MIT で関催され，日本からは15名の

代表が参加し 9 件の研究発表を行なった。なまT

IFORSの次期副会長として東工大の松田武彦教

授が推せんされた。

(2) IAOR 

前年度に引続き， IAOR のための圏内 OR 文献

の抄録活動，ならびに IAOR の国内配布に協

力した。

4. 松永賞候補者の推せん

松永賞候補者の推せんに協力した。

5. 研究会活動

国鉄より「線路増設時期を決定する諸要因に関

ナる研究」の委託をうけたので委員会を構成し研

究を行ない，研究報告を提出した。

6. 構習会の開催

高速道路調査会との共催のもとに，土木・建設

関係者むけの PERT-CPM の講習会を大阪の日

本経済新聞社ホールにbいて 9 月 26-28白の 3

日間開催した。参加者は140名であった。

7. 支部活動

九州支部，中国四国支部が 5 月に発足し，東北

支部が42年度発足をめざして準備を進めている。

8. 会員の状況

種 別 l |通会 常員 I 学会 生員 1 賛会 助員
1965 年 度 末 820 43 100 

1966年度入会 270 27 12 

学生より移行 19 19 。

退 dZ会玉 -34 。 - 9 

整 理 -36 - 2 。

1966 年 度 末 1039 49 103 

貸借対照表

1967年 3 月 31 日現在

{昔

現 金 9吋期繰越金1 1， 84
摂替貯金 5， 126前受金 107，

小切手払口座 341, 514 未 収 金 293, 000 

普通預金 1, 553, 212 当期運営残高 164, 018 

当座預金 7, 421 

未 収 金 362, 800 

F年一 136.800 

合計\ 2， 407，吋合 計\ 2， 407 ， 8回

会則の一部改訂および補足

条| 現 11" 改正案

第四条 2)副会長 4 名以内 2) 副会長 7 名以内

6)評議員 50名以上 6) 評議員 150名以内

100名以内 附則ホ，との会則は

1ω196伺6…口
施行する。

1967年 5 月 17日一部

改訂した。
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借

収支計算書

方
II 

貸

白 1966年 4 月 1 日
至1967年 3 月 31 日

方

科 目|金額 I1 科 日|金額
刊 行 費 1， 449， 400 賛助会費 2, 720, 000 

大 ぷ~ 費 792, 185 ス、 ~ 金 152, 600 

編 集 費 265, 811 ぷヱうミー 費 1 ， 968， 908

通 費 IFORS費 205, 120 

~ ZEコL 費 209, 802 雑収入 1, 371 , 745 

Ep 昂iJ 費 319, 807 

事 務 費 903, 542 

消粍品費 75, fï36 

旅費交通費 247, 4451 

手 数 料

研究会費 682, 822 

lFORS 費

支 部 費 270, 600 

雑 費 143, 820 

会費徴収不能 131, 600 

計1 6， 254，吋小 言十1 6 ， 418， 373

当期運営残高| 4, 01 

ィ』 計1 6, 418, 37311合 計1 6 ， 418， 373'" 

日本オペレーシヨンズ・リサーチ学会

東北支部規則

(名称〉

第 1 条本支部は日本オペレーションズ・リサーチ

学会東北支部と称ナる。

第 2条本支部の事務所は仙台市にゐく。

(目的〉

第 3条本支部は日本オペレーションズ・リサーチ

学会(以下本部と称ナる〉の目的達成に必要

な地域活動の推進をはかる。

(事業)

第 4 条本支部は前条の目的を達成するため次の事

業を行なう。オペレーションズ・リサーチに

関する研究会，講演会の開催，図書文献の収

集保存，印刷物の作成配布等。

(会員〉

第 5 条本支部は東北地方に在住する本部会員をも

って構成する。

(役員〉

第 6 条本支部に次の役員をおく。

(1) 支部長 1 名

(2) 副支部長 2 名

(3) 評議員 若干名

(4) 幹 7事 H 

(5) 監 事 1 名

第 7 条支部長，副支部長，評議員，監事は支部総

会において会員の互選により定める。幹事は

支部長が会員中より委嘱する。

第 8 条 役員の任期は 1 年とする。ただし再任を妨

げない。

第9 条 支部長は支部を代表し支部の業務を総括し

支部会議を招集する。

第10条副支部長は支部長を補佐し，支部長事故あ

るときはその職務を代行する。

第11条評議員は支部長の諮問に応ずる。

第12条幹事は支部の事務を行なう。

第13条監事は支部の会計を監査する。

(運営)

第14条 文部は本部の庶務，刊行物，会計に関ナる

内規の適用をうける。

(会議〕

第15条 文部会議は支部総会および支部役員会とす

る。

第16条 支部会議の議長は出席会員から選出する。

第17条文部総会は年 1 回 4 月にこれを開催する。

ただし役員会が必要を認めたときおよび支部

会員総員の%以上が要請するときは臨時総会

を開催する。支部総会は次の事項を審議し，

決議事項はナベて本部に報告し承認をうける

ものとする。

(1) 役員の選出

同事業報告および収支予算

(3) 事業報告および収支決算

任) 支部規則の作成変更

(5) その他重要な事項

第18条支部役員会は必要の都度開催する。

第四条 文部の会議にままける議決は特に定める場合

を除き出席者の過半数の賛成による。替否同

数の時は議長がこれを決定する。委任状によ

る決議への参加を認める。

(会計〉

第20条本支部は本部からの交付金等をもって経費

にあてる。

第21条会計年度は毎年4 月 1 日から翌年 3 月 31 日

までとする。
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〈支部規則の変更) World M偲tings) �: 8 月 14日京都にまfいて，

第22条 ζの支部規開は支部総会で出席者の%以上 17， 18臼東京で国際的なOR研究発表会を鰭鰻

の賛成を得，かつ本部潔事会の承認を得て変 ずる。

突するととができる。 4. 研究会活動

(fす期〉 若手の分科会を設置し，これを統括するために

第23条本文部規郎は昭和42年 5 月 17日より施行ナ 専門委員会をおく。専門委員会の運営については

る。 今後イ叫分』こ検討する。

1967年度事業計画
5. 支線}活動

東北支部が発足し，活動をはじめる。

1. 研究発察会 6. 普及活動

泰秋 2 図椅催し，春季は東京にbいて総会をか 議潔会その他適当な普及活動を行なう。

ねておこない，秋季は九州地方にままいて開催する。'1. 受賞すいせん活動

2. 刊行物 松永賞その他受賞候補すいせんに協力する。

「経営科学」及びrJORSJJ を各 4 回発行ナる。 8. OR学会火酋記念、文献賞

創立10潟年記念特集号を発行する。名簿の改訂版

を発行する。

3. 鼠際協力

(1) IAOR に協力する。

(勧海外より来訪するOR専門家と接触の機会を

つくる。

(3) ORAW (Operations Research Around the 

本学会では，かねてより OR研究奨励のため，

OR関係の優秀な論文に賞を与えるととを検討し

ていたが， との度名誉会長重大磁定彦氏の拶II好窓に

より基金が得られたので，これを OR学会大ltiÎ

記念文献賞として選考委員の選考に基ずき，王理事

会の承認を経て糞を与えることにした。

1 9 6 7年度予

収 入 の 部 3ど 出 の 部

手ヰ 自 金 額 手ヰ 目 金 額

繋 助 会 受 3, 300, 000 事i 行 費 2， 9∞， 000 

兄、 会 費 300，∞o 大 会 費 8∞， 000 

会 費 3， 240， 0部 編 集 費 532, 000 

I A 0 R 費 92, 000 通 {~ 費 1, 020, 000 

受託研究費 6∞， 000 会 i口b、 費 231, 000 
幸義 ij叉 入 1， 044，∞。 Ep 結5 費 384，∞o 

賞金積立金 4∞，∞。 事 手寿 費 1, 159, 000 
繰 越 金 2，∞'7， 0∞ t当 粍 u口n 費 83, 000 

ヲJ共、~ 遜 費 154, 000 
手 数 料 50, 000 
研 究 会 費 117， ωo 

受託研究費 510， 0∞ 

1 F 0 R S 費 240，∞。

支 書誌 費 368， 0∞ 

大 E苦 賞 100，∞o 

雑 費 160， 0ω 

賞金積立金 300， 0∞ 

退綴引当金 346，叙)0

予 嫡 費 1， 529， 0∞ 

言十 10， 983，似治

1I 

計 10， 983，似ぬ
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各支部 昭和41年度事業報告及び42年度予算

(昭和41年 4 月 1 日~昭和42年 3 月 31 日〉

中部支部

1. 総会および運営協議員会

(1) 昭和41年度定期総会

5 月 27 日 17.30,...,18.30 於中産連ピル

議題1.昭和40年度事業ならびに収支決算報告

2. 昭和41年度事業計I唱ならびに収支決算

審議

3. 役員改選

(2) 運営協議員会

5 月 18 日 16.00""'19.00 於中産連ピル

議題1.昭和40年度事業ならびに収支決算報告

と承認

2. 昭和41年度事業計画ならびに収支予算

審議

3. 役員改選

2. OR研究会

4 月例会 4 ・ 22 18.00,...,20.00 於中産連ピル

テーマ 「アンケートの方法について」

発表電通名古屋支社

マーケテイング部長大脇錠-

5 月例会 5 ・ 18 18.30,...,20.30 

テーマ iPERTについて」

発表中部電力企画部河合 基

6 月例会 6 ・ 17 18.30,...,20.30 

テーマ i 1 R (情報検索〕についてJ

発表 目立システムエンジニアリン

グ第一技術部サービス課長代

理 住友博

11月例会 11 ・ 25 18.30,...,20.30 於中産連ピル

テーマ 「建設工事の日程計画」

発表東海電気通信局経営調査室

城戸利照

12月例会 12 ・ 15 14.00,...,18.00 於中産連ピル

テーマ iOR諸問題について」

発表 インデアナ大学教授

George j Minty 

通訳名宣屋大学教授飛田武幸

1 月例会 1 ・ 20 18. 3か}却.30 於中産連ピル

テーマ「論理ゲーム」

発表名古屋大学教授小野勝次

2 月例会 2 ・ 17 18.30，...，20.30 於中産連ピル

テーマ 「事業所の配置問題」

発表中部電力企画部田中康平

3 月例会 3 ・ 24 18.30，...，却.30 於中産連ピル

テーマ 「隔月検針制度について」

発表東邦瓦斯機械計算課

藤波 健

テーマ iPERTについてその 2J 3. 会務

発表 日本 IBM名古屋営業所 1. 賛助会員現況

システム課戸苅吉孝 41. 3. 31現在 16社18口

7 月例会 7 ・ 15 18.30,....,20.30 於中産連ピル 41. 4,....,42. 3 までの入退会

テーマ「設備投資の評価基準につい 入会ナシ

て」 退会 1 社 1 ロ<登場ヱ業>

発表 日本碍子システム課 ※よって42.3.32 現在15社17口 (34万円〉

大久保満富 2. OR研究会

8 月例会 8 ・ 19 18.30---20.30 於中産連ピル 41. 3. 31現在 9 社21口

テーマ 「正規性について」

発表名古屋大学教授白尾恒吉

9 月例会 9 ・ 16 18.30,...,20.30 

テーマ 「パスターミナルにおける到

着制御について」

発表名古屋鉄道合理化研究室

部長村手光彦

10月例会 10 ・ 28 18.3⑪~20. 30 於中産連ピル

41. 4,...,42. 3までの入退会

入会 3社 5 口

中日能研 1 口

電通名古屋支社 1 口

中京電機 1 口

※目立システムエンジニアリング 2 口追加

退会ナシ

※よって42.3.31現在 12社26口 (15.6万円〉
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収支決算書

日本OR学会中部支部
o R 研究会

?支部 OR研究会 dI3 L 計

202, 100 

360,000 360,000 

斗284， 400 ム284， 400

75, 600 ( 75, 600) 

( 176,700) ( 176,700) 

50,000) ( 50，∞0) 
5, 195) 3, 464) ( 8, 659) 

130, 795) ( 180.164) ( 310,959) 

183,066) ( 329, 993) ( 513,059) 

27, 680) ( 8, 280) ( 35,960) 

9, 600) ( 16, 910) ( 26,510) 

( 26, 075) ( 26, 075) 

3, 150) ( 34，部0) ( 38，∞0) 

( 29,830) ( 29,830) 

6，却0) ( 19,522) ( 25, 722) 

12, 000) ( 12, 000) ( 24， 0∞) 

3,800) 2，∞0) ( 5,800) 

7, 200) ( 2, 984) ( 10, 184) 

69, 630) ( 152, 451) ( 222,081) 

61, 165) ( 27, 713) ( 88,878) I 

113, 436) ( 177, 542) ( 290,078) 

-
J
Z
 

自昭和41年 4 月 1 日
至田和42年 3 月 31 日

学:

① 繰 越 金

dヱ会五 費 収 入

岡 本費部収送金
(会入X79%)

収
〈差 ヲ| 支 部 収入〉

(研 ワ1E 会 収 入〉

(前期分会費収入) ( 

(雑 収 入〉
入

② 当 期 計

③=①+②合 計 <

(旅 費 ヲ」且マ、 通 費)

(会 3義 JZう玉 d口h 費)

支
(研 究 dヱhミ. 費)

(会 場 費〉

(印 席。 資〉

(通 信 費〉 ( 

(事 務 費〉 ( 

出 (消 粍 ロロ口 費〉 ( 

(雑 費〉

④当 期 言十

当期収支差引②ー④

次期繰越③ー④

。R研究会 4 月~翌年3 月毎月 1 回

※実施例を中心とした研究討議

特別ゲストをまねいての研究懇談会

貸借対照表

17口 X30， 0∞ 510，似ぬ円
510，瓜)()X79% (ムω2， 900)

510， 0∞ X21% 107, 100 

部昭和42年度収支予算

収

昭和42年 3 月 31日現在

科 額| 科 自 額

現 金 6,475 OR学会繰越金 52, 271 

銀行預金 284, 503 OR研究会繰越金 149,829 

当期OR 学会残高 61, 165 

当期OR研究会残高 27， 71~ 

h口. 計 290， 978 Jに』』 計 2拘， 978

30，∞0円
12， 0∞ 
25，似)()

5 ， 0∞ 
9, 000 
7， 0∞ 
5, 000 

12, 000 
2, 100 

107 ， 1∞円

支

(昭和42年 4 月~日昭和43年 3 月〉

会議

(1)定期総会

(2)運営協議員会

事業

入

賛助会費
本部送金額

差引支部会費
出
旅費交通費
会議会合費
研究会(補助金〉費
会場費
印刷費
通信費
消粍品費
事務費
雑費

昭和42年度事業計画

1 回

回 2

期首

1. 

2. 
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OR研究会昭和42年度収支予算

収入

会費 26ロ X6， ∞o 156， 000円

支出

旅餐交通費 9， 000円

会議会合費 20, 000 

研究費 20, 000 

会場費 35, 000 

印刷費 35, 000 

通信費 20, 000 

消粍品費 3, 000 

事務費 12, 000 

雑 費 2, 000 

156， 000円

昭和42年度役員

支部長小野勝次名古屋大学教授

副支部長西沢 勇 中部日本新聞社紛取締役

運営協議員佐藤芳郎中部電力(株〉企画部長

松木

中国四国支部

事業報告

進生産性中部地方本部事務

(1) 41年 8 月 13日広島銀行本店にわいて，設立総会

~よび設立記念講演会を開催した。終了後万象園

で記念懇親パーティを行った。

(2) 41年11月 10 日， 11 日広島銀行本店で秋季研究発

表会が開催された。研究発表は一般50件，特別テ

ーマのスケジューリング17件で，特別講演は 3 件

であり，約 300 名参加し盛会であった。翌12日は

見学会で東洋工業を午前中見学し，午後は宮島へ

案内した。

(3) 42年 3 月 16， 17日開催の生産性中園地方本部主

催ORセミナーに協賛した。

任) 運営協議会は，上記(2)の準備のため実行委員会

として 3 回 (41.8.24， 9.6, 11.9) および事業報

告・事業計画審議のため 1 回 (42.5.10)開催した。

(5) 会員

|通常会員|学生会員|賛助会員
設立時 86 I 2 I 10 
41 年度末 1081 21 11 

局長

依田 治名古屋工業大学教授

白尾恒吉名古屋大学教授

飛田武幸名古屋大学教授

本告光男中部電力(株〉企画部調査

役

村子光彦名古屋鉄道(株)電子計算

センタ一部長

大脇錠ー電通(株)名古屋支社マー

ケテイング部長

(事務局担当〉天野菊彦中部産業連盟(社)理事

監 事梅田俊雄中部火力工事(株〕社長

(交渉中〉 東海テレピ放送(株〉

OR研究会運営幹事

草署 夜名古屋鉄道(株)機械計算

室課長

榎本久徳中部電力(株)企画部

武藤博道電通(株〉名古屋支社マー

ケテイング部

(庶務担当〕 川出 顕雄中部産業連盟業務部

昭和41年度事業会計報告

収 入
11 

支 出

項 額 11 項 額

設立準備金 30, 000 通 費 16, 270 

本部交付金 46, 200 印 府IJ 費 13, 400 

設謝礼立総会講師 13, 000 

~ 場 費 10, 000 

印鑑作製費 4, 640 

封 筒 1~ 3, 620 

アルバイト代 1, 500 

事 務 費 12, 000 

雑 費 700 

次期繰越 1, 010 

計 m∞l 言十 76， 2ω 

昭和41年度日本オペレーションズ・リサーチ学会

中国・四国支部事業報告を監査した結果，適正であ

る事を認めます。

昭和42年 5 月 19 日

日本オペレーションズ・リサーチ学会中国四国支

部
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監事田中琢磨

監事広瀬嘉道

昭和42年度事業計画

1. 会議

総 ~ 1 回

運営協議会 2 回

2. 事業

講演会 2 回

研究会 随時

田和42年度収支予算

収 ス、
11 

支

項 額|項
前期繰越金 1, 010 通 信 安

本部交付金 74，∞o 会 ノロ」 費

印 届リ 費

事 務 費

講演会費

計 75, 01 

九州支部

1 41年度事業報告

1. 主友会合

仕} 第 1 回支部総会

研究会費

雑 費

日時 41. 7. 8(金)11時.....，12時

出

額

10, 000 

5, 000 

10, 000 

12, 000 

20， 0∞ 

15, 000 

3, 010 

75, 010 

場所福岡生産性九州地本セミナ一室

議題 ①支部設立の経過報告

②支部規則，役員1966年度事業計画・

収支予算の承認

③地区活動について

④その他

記念講演日時.....，16時

rOR と計量経済学との交渉点」

ケース工科大学合谷好郎氏

問第 1 回支部運営協議会

日時 41. 7. 8(金) 12時.....，13時

場所クラブ九州

議題支部の運営について

2. 研究会活動

67 

日本オペレーションズ・リサーチ学会

中国四国文部

役員名簿

支部長渡辺喜一郎(中国電力〉

副支部長柴田隆史〈広島大学〉

運営協議員荒川正介(東洋工業〉

(50音}I頂〉 石田 甫〈字部興産〉

北林琢男〈広島大学〉

木村三郎〈中国電力〉

新宮哲郎(広島大学〉

広瀬嘉道(三井石油化学)

福田治郎(広島大学〉

松宮武雄(近畿大学)

松野五郎〈松山商科大学〉

山本 昌(日新製鋼〉

山本純恭(広島大学〕

監 事田中琢磨(神戸製鋼所)

f公縄 淳(国鉄中国支社)

ベースに，研究事例の成果発表を行なった。

3. 会員の状況

41年度入会者通常会員 35名

内訳八幡化学 5 ，八幡製鉄13，西鉄 2 ，

光製鉄13，福岡大1，熊本大 1 ，

E 収支決算

手守 日 予算 決算

収 1:(鴨1)欝童福島盟需君品主主) 
24 , 130 24 , 174 
24 , 130 24, 130 

。 44 
30, 000 30, 000 

。 479 

入 JiコL 計 54，判断53

支

Z1 {帥1)研会通予議支主備信書部軸費建総絡会営費費協議会費
25, 000 19, 690 
20, 000 13, 250 
5, 000 6, 440 

15, 000 。

3. 3, 000 333 
4. 

出 fIJ 為 計 54, 1301 26, 218 

次年度繰越金

地区別研究会と連携協力し，会員相互の交流を 備考繰越金 28， 435円富士銀行普通資金
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1II 42年度事業計画

1. 研究活動

研究発表会への積極的参加

地区別研究会活動の推進協力

講演会の開催

2. 持及活動と会員の増大

3. 教育活動その他

教育訓練活動

図書文献資料の収集，紹介

大学関係諸団体との連携協同

⑥秋季研究発表会の開催について

N 収支予算

科 目 |金額
28, 435 

収 213112雑19}前96削通収7年年常入度度会会繰費安越部〈金〈24費千7人(本円〉部Xか4 社ら〉の交8，醐ぜ金〉 48，∞o 

40, 000 
入 565 

三仁為1 計 77, 000 

;j寝静錯
40, 000 

30, 000 
10, 000 

20, 000 
3.000 

14, 000 
J『ゴ』 計 77, 000 

学会の計画に基ずき，今秋の北九州市におけ

る研究発表会の開催を準備し，その運営に協

力する。

注1. 支部費配分基準
(1) 41年度賛助会費の10%
(2) 41年度在籍通常会員数 (42.3. 31) を基準

として，最低20人以内30， ω0円とし，それ
以上20人増の段階区分毎に 5， ω0円加算。

役 員

(日本支OR部学会副会長長)

(日本OR部学会理事〉
副支 長

支部運営協議員

" 

グ

" 

(1) 九州OR共同研究会

回

2. 本予算には秋季研究発表会関係予算を含んで
いない。

支 部 役 員

氏 名 勤務先・役職名 話

|内山辰丙|八幡製鉄所副技師長

|堀川映二|山知機械工学科教授

隆|九州電加管理室調査役

| 西 木 俊 彦 | 標八幡準警鉄工所場八診幡断課製課造所員

| 瓜 生 精四郎 I ~第叩一営業B所m北九装州置営業工業課開

地区別研究発表事例一覧

(41年度)

ア .マ 発表会社

新造船建造時における各種補機台の合理化推進|
対案について |三菱長崎造船
造船設計部における PERTの応用について | 

機械化による工程管理改善について l 
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て才

る IEの概要と今後の進め方 八幡化学

る事務機械化の概要について H 

リンの凝固点向上対策について H 

る PERTの適用例について H 

の投資順位決定の指標 八幡製鉄

の総合接続表作成機械化について 安川電機

事務の合理化にまTける PERTの
グ

て

の機械化事例について H 

交通量調査 西日本鉄道

について H 

法による適正車柄台数の決定方法
H 

計

?
?
タ

7

画
一
設
1

つ

更新

回|時期|場 所開| T 

当所にま?

当所にまT

16 41. 8. 27 八幡化学 39 95%ナフ

当所にb

補強設計

制御装置

17 41. 11. 24 安川電機 34 安適川電例機
用に

設計技術

1.1… 事務機械

西日本鉄道 39 パス代替

モンテカ
について

(No. 1.......10) 

回|時期| ア 一 てr 発表会社

1 1 39. 61 研究会の運営について |西鉄〈幹事〉

2 ¥ 39. 91 シミュレーションによる在l車管理方式の検討 |九 電

3 I 40. 61 待合せ問題とシミュレーション 鉄

4 I 40. 91 送電線新設工事における中間検査方式の検討 |九 電

5 1ω 判事務の機械化
6 I 41. 31 整備要員算定に関ナる一考察一道民舗装と臨時故障との関係ー 鉄

配電保守ノミトロールカーの適正配置並びに受持区域についての検討 | 九 電
7 41. 6 

エンジン・オーバーホール工程分析 | 西 鉄

月間ガス販売量の推定 |西部瓦斯

|九8 41. 9 九電における PERTの導入状況 電

社内教育EE 鉄

| 九大・三上教授DPの応用について

9 41.12 事務機械化と交通調査 鉄

l 九台風と災害対策について 電

柱上変圧器更新のシミュレーションについて 電

| 九大・三上教授10 42. 3 CPMについて

業務改善について 鉄

福岡地区OR研究会(2) 
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(3) 周南地区 5 社研究会 (41年度〉

所|語| ア てr 発表会社

1 41. 5.28 東洋鋼板 22 PERTの概要 東洋鋼板

2 41. 7.16 光製鉄 23 設備標準時間について 光製鉄

3 41. 9.22 日新製鋼 19 冷延ステンレス鋼板梱包輸送改善事例 日新製鋼

4 41. 11.22 徳山曹達 20 業績評価の体系とその進め方 徳山曹達

5 42. 1. 21 八幡鋼管 22 構内荷役作業の合理化について 八幡鋼管

6 42. 3. 18 東洋鋼板 21 資材系列事務合理化について 東洋鋼板

(60ページからのつづき〉

また，
立し ， O(s) = 2: ak(s)(s=I , 2， …〉である。また，

k=l 

Fk(t) = 2: ak(s)D.(tりとなり， αk(S) は漸化式
s=k 

日必(k)=αk(k) ， αk(S)= 2: αγ (S)- 2:αr(Sー1) (8) 
γ=k r=k 

めをみたす。さらに， M(t) = 2:0 (s)D.(tりが成

数値例として戸=1. 5, s, k=O , 1 ， 2，…， 10 に対する

αk(S) および ak(S)(Sキ0) の近似値が与えられ， ß

=1. 5, k=O , I , 2, 3 に対する Wk(t) 曲線と ..1lf(t)

のグラフが示されている。(藤沢武久〉

特別テーマ予告

1968 年度春季研究発表会(東京において開催)の特別テーマは次のとおり予

定されています.

信頼性

1 A 0 R 会員募集

IAOR (lFORS 発行による国際的なORのアブストラクト)にまだ余裕があ

ります.

会費 1 年 800 円で 6 冊配布
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